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ポアサイズおよび官能基が異なるカラムによる分離度の改善 .�"���"(

分析条件を最適化する場合には溶離液条件の変更も有効ですが、使用するカラムの種類も分離の可否を大きく左右します。 
分子量が大きいタンパク質・ペプチドの分離には一般的にはワイドポアカラムが使用されますが、より良好な分離を得るために
は分離対象の分子量や性質に応じて最適な官能基や細孔径を選択することが肝要です。 
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分子量約5000以下のペプチドの分離
には分離選択性が大きいC18,12nmの
カラムが適しています。 
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分子量約20000以上のタンパク質の分離に
は細孔径30nmのカラムのなかでも疎水性が
小さいC4カラムが適しています。 
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分子量約5000から20000までのタンパク
質・ペプチドについては、C18,12nmや
C4,30nmのカラムよりも、C8,20nmの方
が良好な分離が得られます。 

ペプチド 
 
の分離 

ペプチドおよび 
タンパク質 
 
の分離 

 
（MW 574-3465） 

 
 
（MW 4300-17000） 
 

タンパク質 
 
の分離 

 
（MW 66000-96000） 
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